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【 結 】

◆ 活動レポート 『福川こどもクラブ』 ◆ 夏休みワークショップについて

◆ 情報発信講座について   ◆ 市民活動支援センターに関するアンケート結果について

福川こどもクラブは、2006年の発足以来 『こども探険隊』と題した自然

体験活動を、子どもを対象に県内各地で開催しています。毎回約30名の参

加があり、リピーターの子も多いそう。これまで、干潟探険や動物園探険、山

登り、沢登りなど、専門の講師の指導も交えた様々なプログラムを開催して

おり、このような体験活動を通して、子どもたちが自然や人に対する感性を高めること、チャレンジ

すること、知ることや遊ぶことの楽しさに気づくことを目的に活動を続けています。

2020年にはこれまでの活動が認められ、地方新聞４６紙と共同通信が地域活性化の取り組みを

表彰する『第10回地域再生大賞 優秀賞』を受賞されました。

今回は、代表の大野さんにお話しを伺わせていただきました。



やっぱり、楽しいんですよね。“子どもが楽しいか

ら私も楽しい“という感じです。海での活動の時、

カニが穴から沢山出てきて足の踏み場がなくなっ

た子ども達が、「キャー！」って言いながらも喜んで

いて、そんな姿を見ると、楽しいなぁって思います。

コロナによる活動休止期間を経て、昨年久しぶり

に再開した時、子ども達はもちろん、スタッフもと

てもウキウキした様子で。私たち大人も『こども探

険隊』をきっかけに、集まり、繋がれる。大人にとっ

ても居場所になっていると思います。

やりがいや、これまで活動を続けてこられた理由を教えてください。

基本は当初からいる5人ですが、その時々で講師

の方や大学生、社会人の皆さんが一緒に活動をし

てくれています。社会人スタッフの中には、子ども

の時『こども探険隊』に参加してくれていたメンバー

もいますよ。

2001年開催の『山口きらら博』に、ボランティア

として参加したことがきっかけです。その時に出来

た繋がりで、子どもを対象に自然体験活動を行う、

宇部の『エコクラブ』の活動に参加させていただき

ました。秋吉台や海へ行ったりしたのですが、それ

がとても楽しくて。山口県にこんな場所があるんだ

という発見と、講師の方が知らないことを沢山教え

てくださり、知る喜びも感じました。参加していた子

ども達もノリノリで、本当に楽しそうだったのを覚え

ています。周南市でもこういう活動をしたいと思い、

2006年に『福川こどもクラブ』を立ち上げました。

どのようなメンバーで活動されていますか？

活動を始めたきっかけを教えてください。



7月26日、8月4日に、登録団体によるワークショップを周南市内の小学生対象に開催しました。当セン

ターでは初めての開催でしたが、団体の皆様が趣向を凝らした内容をご準備くださり、無事開催をするこ

とが出来ました。当日の様子をご紹介させていただきます。

山口狛犬楽会の藤井さんによるワーク

ショップでは、前半は狛犬に関するお話、

後半は実際に狛犬に会いに屋外学習へ

出かけました。

狛犬をよく見てみると、笑っているよう

な顔、怒っているような顔など表情も様

々。神社を巡る道中では、セミの抜け殻

や珍しい色の雲を発見したりと街歩きも

楽しみました。

周南消費者協会リフォーム部の皆さんによ

るワークショップでは、新聞紙や牛乳パックを

利用して、マイバッグと小物入れ作りに挑戦

！細かい作業も真剣な表情で取り組む子ど

も達の姿が印象的でした。

最後は、完成した作品を見せ合いながら、自

分の工夫したところを発表しました。各自好

きな柄の折り紙やマスキングテープでデコレ

ーションし、個性溢れる作品

が出来あがっていました。
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当センターでは年に1回、市民活動グループバンク登録団体の皆様に支援センターに関す

るアンケートにご協力をいただいています。今年実施したアンケート結果の一部をご報告さ

せていただきます。

9月15日、徳山港町庁舎にて、市民センター職員や市民活動団体などを対象とした情報発信講座が開

催されました。当センターの登録団体の方も参加され、テレビやラジオ、新聞などに取り上げてもらうた

めの方法やコツなどを学びました。参加者からは、「これまで自分の中でモヤモヤしていたことが理解で

きてスッキリしました。有意義な講座でした。」など

・資金面の援助

・一般の市民の方に活動内容を知ってもらう支援

・行事の企画運営についてのアドバイス

・継続的に勉強（ファシリテーションや情報発信研修

など）できる機会を設けてほしい
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※①～③については選択数の多い上位3項目を抜粋しています。複数選択あり。

③今後当センターがどのような媒体を使用して

情報発信をしていくべきだと思うか

①活動上の悩み・課題 ②当センターに力を入れてほしい機能

④活動に必要だと感じる支援（自由記述）

市民活動団体の情報発信………………………… 25

活動拠点・印刷機・イベント機材などの貸し出し… 25

市民活動団体に向けた講座・事業の実施…………16

の感想がありました。

当センターでも情報発信に関する講座を企画中

ですので、詳細が決まり次第ご案内させていただ

きます！
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